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市議団ニュースは政務活動費で作られています
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　9月8日にさいたま市学童保育連絡協議会
主催で「第14回議員・行政との懇談会」が
開催され、党市議団から久保みき、松村とし
お、金子あきよ、とばめぐみの4市議が参
加しました。処遇改善や分離・新設、障害児、
運営について４つの分科会に各市議が分かれ
て懇談しました。
　さいたま市では学童保育（放課後児童クラ
ブ）に入所する子どもが大きく増え、今年度
は 1万 1305人になりました（5年前から
約2500増）。さいたま市では公立は増やさ
ず、民間学童保育の増設で対応してきました
が、民間学童保育は父母会が運営していると

ころも多く、運営上の会計や指導員の確
保、施設拡大の際の施設探しも保護者が
おこなわなければならず、大きな負担に
なっています。さらにさいたま市は国の

補助制度をごく一部しか使わず、指導員の処
遇改善や施設整備支援が立ち遅れています。
　こうしたことから懇談会のなかでも「施設
を増やそうと思うが家賃が高く見つからな
い」「10月から最低賃金と消費税が上がる。
このままでは運営が赤字になる」「指導員を
募集しても集まらないが給料を上げられな
い」など切実な声が次々と出されました。
　当日は参加した議員が一言ずつあいさつを
述べました。松村市議は「これまでも国庫補
助の活用を議会質問で迫ってきた。公立学童
は国の処遇改善補助を今年度から活用し始め
たが、引き続き民間学童でも活用するよう求
めていきたい」と話しました。

　さきの参議院選挙で、重度障害のある方が
議員となり、重度障害者の就労支援のあり方
が大きな問題となっています。
　もともと重度障害者は日常の生活支援とし
て「重度訪問介護」のサービスが受けられま
すが、「就労中」の支援は認められていません
でした。そこでさいたま市では、当事者であ
る重度障害者の要望を受け、在宅就労中も「重
度訪問介護」の支援が受けられる制度を、市
単独事業として6月からスタートしています。
　9月2日、神田よしゆき市議が市の取り組
みや経過などについて担当課からヒアリング
を行いました。そして現在2名の市民がこの

　9月 8日、西部文化センター（西区）で
開催された市政報告会に神田よしゆき、たけ
こし連の両市議が参加しました。
　はじめに、たけこし市議の初質問の動画を
上映しました。たけこし市議は、「市民の声

事業を利用していること、予算額は298万円
であることが分かりました。その際、担当課
からは「本来このような事業は国が行うもの
であるため、市として国に要望を行い、厚労
省は2021年の報酬改定に向けて検討する、
との回答であった」との話がありました。
　その後、神田市議は「市として重度障害者
の就労機会を拡大するためにも、制度を前に
進めるようとりくむ。また国会でバリアフリ
ー化の促進が課題になっていることもあり、
この事業を国として行うよう求めたい」とし
て、伊藤岳参院議員・塩川鉄也衆院議員に要
望しました。

を直接届けることを意識した」と質問に込め
た思いを語りました。神田市議は、再開発優
先で市民の福祉予算が減らされている市政の
問題について解説し、6月議会に出された議
案や請願などの報告をおこないました。会場
からは、いじめ問題や公園遊具の使用禁止に
ついて、公民館の建て替え問題などについて
質問や意見が出され、それぞれについて党市
議団の政策を説明しました。
　また、水害の被害について「少量の雨でも
通学路に水がたまる。早急な対応を」と切実
な声が数多く寄せられました。参加者からは
「議会を身近に感じた」「国保税や水道料金が
全国と比べて高い。なんとかならないか」と
いう感想や意見、コミュニティバスの利便性
の改善を求める要望が寄せられました。
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　保健福祉委員会は、9月 18日に「さ
いたま市総合療育センター」および「子
ども家庭総合センター（愛称：あいぱれ
っと）」を視察しました。党市議団から
とりうみ敏行、とばめぐみの両市議が参
加しました。
　総合療育センターは医療と福祉が一体
となって障害児の総合的な療育を、子ど
も家庭総合センターは子どもと家庭をと
りまく課題について総合的に支援しま
す。子ども家庭総合センターは、児童相
談所・こころの健康センター・総合教育
相談室・男女共同参画相談室など、専門
部署が集約されており、相談事業に力を
入れています。家庭や社会に居場所がな
い子どもや、虐待による心の傷、発達障

害、引きこもりなどで心理的困難や、生
きづらさを抱える子どもの進学、復学、
就職準備など自立に向けた支援もおこな
っています。
　視察したとば市議は「すばらしい施設
だが、いずれの施設も人口130万人の
さいたま市に１ヵ所しかなく、どちらも
満床状態で、専門職の確保や要請、地域
偏在性から生じる課題に頭を悩ませてい
ることが分かった。今日の視察を今後の
政策に生かしたい」と語りました。

　7人に１人の子どもが貧困状態にあるとい
われるなか、賞味期限が迫るなどして廃棄さ

受け、市民のボランティア活動として広がり
はじめています。
　9月 20日、金子あきよ市議が「加須子育
て応援フードパントリー」（加須市）を視察
しました。ここは民間の空き家を利用して、
家主が代表となり、多くのボランティアが参
加して運営されています。児童扶養手当を受

給しているひとり親世帯を対象に、食事しな
がら交流をしたり、食材を受け取ったりする
ことができる場です。金子市議は「子どもた
ちやお母さんの笑顔が印象的。居場所になっ
ている大切な活動だ。行政のおこなうべき子
どもの貧困対策を充実させつつ、民間の支援
活動への支援も求めたい」と話しました。

　来年4月から南区の3校（西浦和小学校、
内谷・大谷場中学校）に特別支援学級が整備
されます。私のもとに「西浦和小と内谷中は
生徒が多く空き教室がないのに、どうやって

整備するのか」との声が寄せられ、9月 18
日に視察してきました。
　特別支援学級は生徒8名に教員1名の配
置ですが、スクールアシスタントを加えて学
級運営をします。知的障害と自閉症・情緒障
害の2学級をつくるため、西浦和小と内谷
中はひとつの教室を半分に区切り、それぞれ
ホワイトボードやロッカー、更衣スペースを
設置する予定ということです。
　私は、生徒の安全を守るための配慮や、ト
イレへのアクセスなどが気になりました。2
学級合同で教育活動をおこなうためにクラス
を完全に分離しないと言いますが、やはりそ
れぞれに教室や設備が必要です。教室半分で
は広さも不十分です。今後も現場の先生たち
の意見を大事に子どもたちにとってよりよい
環境整備を求めていきます。
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れる前の食品を、生活困窮者のために提供す
る「フードバンク」という事業が県内に拠点
を構えておこなわれています。フードバンク
に集められた食材などを配布する場所は「フ
ードパントリー」と呼ばれ、埼玉県の支援を

交流できる
フードパントリー

ひとり親世帯の
子育て応援


